
  

和
解
と
平
和
を
求
め
る
日
韓
キ
リ
ス
ト
者
の
共
同
祈
祷
会  

　
主
が
備
え
て
く
だ
さ
っ
た
祈
り
の
時

　
イ
ン
フ
ラ

が
充
分
に

整
っ
て
い
な

い
ア
フ
リ

カ
・
ケ
ニ
ア

で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
マ

サ
イ
の
戦
士
は
、
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
で
ス
マ
ホ
を
充
電
す

る
。
I
T
が
も
た
ら
し
た
情

報
革
命
は
、
世
界
を
一
つ
に

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
▼
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
が

進
ん
で
し
ま
う
と
、
根
本
が

な
い
だ
け
に
、
悲
惨
な
事
態

を
招
く
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
人
々
の
共
通
性
を
も
と

に
し
た
形
で
、
安
全
、
経
済
、

福
祉
等
の
問
題
を
共
有
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ん
で
す
よ
ね
」（
緒
方
貞
子

『
共
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
』

P
H
P
研
究
所
）。
▼
日
本

人
女
性
初
の
国
連
公
使
と
な

り
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

と
し
て
人
道
支
援
に
貢
献
し

た
緒
方
貞
子
さ
ん
は
、
価
値

を
一
定
程
度
共
有
す
る
こ
と

な
し
に
情
報
だ
け
が
行
き
交

う
つ
な
が
り
は
、
人
々
の
理

解
を
深
め
る
一
方
で
、
分
断

を
顕
在
化
し
、
亀
裂
を
深
め

る
き
っ
か
け
に
も
な
り
得
る

こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
。今
、

世
界
で
は
、
そ
の
懸
念
が
現

実
に
な
っ
て
い
る
。
▼
教
団

は
、『
信
徒
の
友
』
や
H
P

に
載
せ
ら
れ
た
教
会
を
覚
え

て
祈
り
、
献
金
を
送
る
取
り

組
み
を
始
め
た
。
こ
れ
が
豊

か
な
実
り
を
生
む
か
ど
う
か

は
、
共
通
の
基
盤
を
確
認
し

つ
つ
、
一
人
一
人
が
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
主
に
あ
る
交
わ

り
を
形
作
っ
て
行
く
こ
と

に
、
地
道
に
仕
え
て
い
け
る

か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　  

帝
国
主
義
の
影
響
と
宣
教
の
課
題
に
つ
い
て
の
東
ア
ジ
ア
部
会  

　
　
台
湾
孤
立
化
の
課
題
を
共
有

け
て
開
か
れ
た
も
の
。
韓
国

か
ら
は
20
名
ほ
ど
の
参
加
者

が
あ
り
、
同
じ
主
を
仰
ぐ
キ

リ
ス
ト
者
と
し
て
、
隔
て
の

壁
を
ご
自
身
の
血
に
よ
っ
て

取
り
除
き
、
和
解
を
も
た
ら

し
て
く
だ
さ
っ
た
主
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
に
心
を
合
わ

せ
て
祈
っ
た
。

　
集
会
で
は
は
じ
め
に
石
橋

秀
雄
教
団
議
長
と
李
鴻
政
韓

国
N
C
C
総
幹
事
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
後
、
両
国

の
教
会
や
Y
M
C
A
な
ど
各

セ
ン
タ
ー
10
数
団
体
か
ら
の

平
和
を
求
め
る
祈
祷
文
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
共
同
の
祈
り

が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

　
石
橋
議
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
は
「
以
前
は
遠
く
離
れ
て

い
た
が
、
今
や
、
キ
リ
ス

ト
・
イ
エ
ス
に
お
い
て
、
キ

リ
ス
ト
の
血
に
よ
っ
て
近
い

者
と
な
っ
た
の
で
す
。
…
」、

「
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
キ

リ
ス
ト
の
血
に
お
い
て
、
十

字
架
に
お
い
て
、
二
つ
の
も

の
を
一
つ
に
し
、
一
人
の
新

し
い
人
を
造
り
上
げ
、
敵
意

を
十
字
架
に
か
え
て
滅
ぼ
さ

れ
ま
し
た
」
の
聖
句
か
ら
、

「
こ
の
御
言
葉
は
、
私
た
ち

の
罪
の
告
白
と
悔
い
改
め
な

し
に
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な

い
御
言
葉
で
す
。
日
本
基
督

教
団
は
国
家
の
政
策
に
追
従

し
て
、
罪
を
犯
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
在
も
政
治
的
問

題
に
振
り
回
さ
れ
て
、
主
に

　
昨
年
の
11
月
に
台
湾
基
督

長
老
教
会
が
主
催
す
る
「
正

義
と
平
和
の
た
め
の
台
湾
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
フ
ォ
ー
ラ

ム
」（
以
下
T
E
F
）
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ア
ジ
ア

諸
国
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
発
題

者
を
集
め
、
参
加
者
2
0
0

名
を
超
え
る
国
際
会
議
で

あ
っ
た
。
背
景
に
は
近
年
加

速
傾
向
に
あ
る
台
湾
の
国
際

社
会
に
お
け
る
孤
立
化
が
あ

る
。

　
T
E
F
は
実
行
委
員
会
を

組
織
し
第
2
回
目
の
国
際
会

議
を
検
討
中
で
あ
る
が
、
足

元
の
東
ア
ジ
ア
地
域
で
教
会

及
び
団
体
か
ら
数
名
ず
つ
集

め
て
更
に
課
題
を
共
有
す
る

試
み
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
が

「
帝
国
主
義
の
影
響
と
宣
教

の
課
題
に
つ
い
て
の
東
ア
ジ

ア
部
会
」
で
あ
る
。

 
期
間
は
10
月
11
～
14
日
。

会
場
は
金
曜
日
と
日
曜
日
が

教
団
会
議
室
、
土
曜
日
が
ホ

テ
ル
近
く
の
貸
会
議
室
を
利

用
し
た
。

　
丁
度
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
開
催
と
重
な
り
、

宿
泊
場
所
の
選
定
に
は
苦
労

し
た
が
、
結
果
的
に
は
台
風

19
号
が
東
京
を
直
撃
し
た
12

日
の
土
曜
日
は
、
貸
会
議
室

が
ホ
テ
ル
か
ら
徒
歩
3
分
の

距
離
に
あ
り
、
予
定
を
早
め

て
ホ
テ
ル
に
帰
着
し
た
た

め
、
交
通
の
便
や
ゲ
ス
ト
の

安
全
に
気
を
使
わ
ず
に
す
み

不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
予
定
で
は
18
名
の
参

加
で
あ
っ
た
が
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
の
参
加
者
に
つ
い

て
は
日
本
か
ら
送
る
必
要
の

あ
っ
た
ビ
ザ
取
得
の
た
め
の

書
類
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国

内
郵
便
事
情
の
悪
化
に
よ
り

間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
は
想

定
外
で
あ
っ
た
。

　
開
会
の
挨
拶
は
石
橋
秀
雄

教
団
総
会
議
長
が
行
い
、
続

い
て
秋
山
徹
総
幹
事
か
ら
主

題
で
あ
る
「
帝
国
主
義
の
影

響
と
宣
教
の
課
題
」
に
つ
い

て
の
発
題
が
あ
っ
た
。
秋
山

総
幹
事
は
教
団
発
足
当
時
の

資
料
か
ら
、
帝
国
主
義
が
日

本
基
督
教
団
の
信
仰
告
白
的

部
分
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し

た
事
例
を
あ
げ
た
。

　
続
い
て
韓
国
基
督
長
老
会

（
P
R
O
K
）
の
ジ
ェ
チ
ョ

ン
・
リ
ー
総
幹
事
か
ら
韓
国

の
文
脈
を
用
い
て
主
題
に
対

す
る
発
題
が
行
わ
れ
た
。

　
二
日
目
は
台
湾
の
教
育
機

関
か
ら
原
住
民
の
ジ
ャ
バ

カ
ウ
・
ジ
ャ
リ
マ
ロ
ウ
氏

と
香
港
の
教
育
機
関
か
ら

ラ
ッ
プ
・
ヤ
ン
教
授
の
発
題

を
受
け
た
。
特
に
香
港
の
状

況
に
つ
い
て
は
現
地
在
住
の

人
し
か
語
る
こ
と
の
で
き
な

い
生
々
し
い
情
報
を
提
供
し

て
も
ら
っ
た
。
午
後
の
「
宣

教
の
課
題
と
方
策
」
の
時
間

は
ア
ジ
ア
の
諸
教
会
間
の
協

力
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
り

合
っ
た
。

　
日
曜
日
の
午
前
は
教
団
会

議
室
に
集
合
し
、
T
E
F
の

実
行
委
員
会
に
提
出
す
る
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
た
。
10
時

あ
っ
て
近
い
者
を
遠
く
に
追

い
や
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

か
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
」
と

し
て
、
今
こ
の
時
、
キ
リ
ス

ト
に
集
中
し
、
和
解
の
道
を

求
め
、
キ
リ
ス
ト
の
平
和
の

実
現
の
た
め
に
日
本
の
教
会

と
韓
国
の
教
会
と
で
真
剣
に

祈
る
時
を
主
が
備
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
と

述
べ
た
。

　
李
総
幹
事
は
「
安
倍
政
権

は
歴
史
的
正
義
を
否
定
し
、

再
び
戦
争
遂
行
可
能
な
国
に

進
め
よ
う
と
し
、
帝
国
主
義

的
な
野
心
を
具
体
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
今
こ
の
時
、

韓
国
と
日
本
の
良
心
的
な
キ

リ
ス
ト
者
と
市
民
と
が
手
を

半
か
ら
は
早
稲
田
教
会
の
礼

拝
に
全
員
参
加
し
た
。
早
稲

田
教
会
に
は
P
R
O
K
出
身

の
信
徒
が
礼
拝
に
参
加
し
て

お
り
、ま
た
教
団
主
催
の
「I 

L
ove T

aiw
an

」
に
参
加

し
た
青
年
も
加
わ
り
、
礼
拝

後
に
は
良
き
交
わ
り
の
時
が

与
え
ら
れ
た
。

　
午
後
は
エ
パ
タ
教
会
に
移

動
し
、
亀
岡
顕
牧
師
よ
り
エ

パ
タ
教
会
の
歴
史
と
宣
教
の

課
題
に
つ
い
て
の
話
を
伺

い
、
質
疑
応
答
の
時
を
持
っ

た
。
海
外
ゲ
ス
ト
に
と
っ
て

は
数
の
上
で
は
圧
倒
的
な
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
日
本

の
教
会
の
姿
に
触
れ
る
良
い

機
会
で
あ
っ
た
。

（
加
藤
　
誠
報
）

　
昨
今
の
日
韓
の
政
治
・
経

済
・
社
会
の
関
係
に
お
い
て

険
し
い
言
葉
と
報
復
の
や
り

取
り
が
交
わ
さ
れ
る
中
で
、

表
記
の
集
会
が
10
月
9
日
夕

に
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
柏
木

教
会
で
開
か
れ
た
。
教
団
を

は
じ
め
、
在
日
大
韓
基
督
教

会
、
日
本
聖
公
会
、
日
本
福

音
ル
ー
テ
ル
教
会
、
日
本
バ

プ
テ
ス
ト
連
盟
、
日
本
バ
プ

テ
ス
ト
同
盟
、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
会
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

正
義
と
平
和
協
議
会
な
ど
に

よ
る
実
行
委
員
会
の
主
催

で
、
予
想
を
超
え
る
1
7
0

余
名
の
参
会
者
に
よ
っ
て
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
集
会
は
、
去
る
8
月

11
日
に
昨
今
の
社
会
状
況
を

憂
え
る
韓
国
の
教
会
か
ら
の

呼
び
か
け
で
、
ソ
ウ
ル
で
行

わ
れ
た
集
会
の
連
続
で
、
日

本
で
も
ぜ
ひ
こ
の
祈
り
の
会

を
開
き
た
い
と
の
願
い
を
受

日本キリスト教会柏木教会に 170 余名が集う

キリストの平和の実現のために
東アジアを巡る2つの集会、日本で開催東アジアを巡る2つの集会、日本で開催

TEF の趣旨説明をする PCT 黄伯平氏 李韓国 NCC 総幹事

©2019 NCC

携
え
て
『
東
北
ア
ジ
ア
共
同

の
家
』
建
設
を
目
指
し
て
和

解
と
平
和
の
道
に
進
む
べ
き

だ
」
と
述
べ
た
。
こ
の
集
会

の
た
め
に
来
た
聖
歌
隊
に
よ

る
力
強
い
賛
美
も
あ
っ
て
、

和
解
と
平
和
を
求
め
る
祈
り

を
熱
く
さ
せ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
集
会
で
7
月

に
平
壌
を
訪
れ
た
訪
問
団
の

報
告
会
も
行
わ
れ
、
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国
の
キ
リ

ス
ト
者
と
の
交
流
の
、
ま
だ

細
い
流
れ
で
は
あ
る
が
、
和

解
と
贖
罪
の
主
の
導
き
に
よ

る
歩
み
が
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
の
報
告
を
受
け
た
。

（
秋
山
　
徹
報
）

©2019 NCC
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第
3
回
教
師
委
員
会
は
10

月
28
日
、
神
学
校
問
安
の
あ

と
、
関
西
学
院
教
会
に
て
開

催
さ
れ
た
。

　
は
じ
め
に

報
告
事
項
を

扱
っ
た
が
、

そ
の
中
で

「
神
学
校
日

献
金
」
の
現

在
の
経
過
報

告
が
な
さ
れ

た
。
こ
こ
数

年
、
献
金
が

減
少
す
る
傾

向
に
あ
る
の

に
加
え
て
、

今
年
は
神
学

「
教
師
継
続
教
育
研
修
会
」、来
年
度
は
見
送
り

▼
教
師
委
員
会
▲

関西学院大学神学部を問安

教
会
か
ら
生
ま
れ
た「
人
権
」は
普
遍
的
な
理
念

♦︎
大
阪
教
区
♦

　
現
状
に
お
い
て
天
皇
制
の

問
題
は
二
つ
に
分
け
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
一
つ
は
、

法
的
な
問
題
。
つ
ま
り
象
徴

天
皇
制
は
残
念
な
が
ら
憲
法

と
関
連
法
規
が
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
運
用
が
超
法
規
的

に
為
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ

る
。
そ
れ
は
違
憲
・
違
法
行

為
で
あ
り
司
法
が
糺
す
べ
き

と
こ
ろ
を
政
治
権
力
に
流
さ

れ
、
ま
と
も
な
判
断
が
で
き

な
い
。

　
前
回
の
代
替
わ
り
直
前
の

88
年
、
山
口
自
衛
官
合
祀
拒

否
訴
訟
最
高
裁
不
当
判
決
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
。
教
団
信

徒
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
そ

の
裁
判
支
援
の
繋
が
り
は
、

判
決
後
も
毎
年
開
催
す
る
不

当
判
決
抗
議
集
会
を
通
じ
て

あ
り
続
け
て
い
る
。

　
今
回
の
代
替
わ
り
に
際
し

て
は
、
こ
の
繋
が
り
を
基
に

教
区
靖
国
天
皇
制
問
題
特
別

委
員
会
が
軸
と
な
り
、
昨
年

10
月
、
憲
法
学
者
の
横
田
耕

一
氏
を
迎
え
「
天
皇
代
替
わ

り
問
題
を
考
え
る
集
い
＠
や

ま
ぐ
ち
」
を
開
催
、
併
せ
て

「
天
皇
代
替
わ
り
問
題
連
絡

会
＠
や
ま
ぐ
ち
」
を
立
ち
上

げ
た
。
そ
れ
は
単
な
る
学
習

を
越
え
て
、
既
に
提
訴
準
備

に
入
っ
て
い
た
即
位
・
大
嘗

祭
違
憲
訴
訟
と
の
連
携
、
ま

た
当
時
囁
か
れ
て
い
た
山
口

県
の
主
基
田
選
定
に
対
処
す

る
た
め
で
あ
っ
た
。
教
区
内

諸
教
会
へ
は
委
員
会
が
情
報

を
発
信
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
連
絡
会
は
訴

訟
支
援
の
他
、
県
知
事
の
護

国
神
社
参
拝
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
10
月
22
日

に
は
「
第
2
回
天
皇
代
替
わ

り
問
題
を
考
え
る
集
い
＠
や

ま
ぐ
ち
」
を
開
催
し
、
大
嘗

 日本伝道の推進を祈る日  日本伝道の推進を祈る日 
頌主。
　いよいよ11月17日（第三主日）から、「日本伝道の推
進を祈る日」が全教団的に始まりました。
　『信徒の友12月号』（11月10日発行）では『北海教区』
と『奥羽教区』が、各々の教区内諸教会・伝道所の様子
と困難な中、伝道に取り組む姿が報告されています。ど
うぞ是非手に取ってお読みください（購読はいつでも始
められます。出版局へ直接に、または最寄りのキリスト
教書店にてお申込みください）。
　教区によっては、伝道の厳しさの中にある教会・伝道
所を二か所あげている場合もありますが、上記2教区に
ように、教区の諸教会・伝道所すべてをおぼえて、全体
で伝道に取り組んでいる、という報告がなされる場合も
あります。各教会・伝道所にて、お祈りの工夫をしてく
ださると感謝です。
　次号『信徒の友1月号』では、「東北教区」と「関東教区」
が、伝道報告をします。皆さんで、教団の伝道がいっそ
う推進されるように祈りを合わせましょう。

日本基督教団総幹事　秋山　徹

　
学
習
を
越
え
る
取
り
組
み
を
実
施

♦
西
中
国
教
区
♦

校
日
が
台
風
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
さ
ら
に
厳
し
い
予

想
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
教
団
の
教
師
養
成
に

と
っ
て
大
切
な
献
金
で
あ
る

の
で
、
引
き
続
き
献
金
が
満

た
さ
れ
る
よ
う
に
祈
っ
て
待

ち
た
い
。

　
今
回
、
特
に
重
要
な
審
議

事
項
は
、「
教
師
継
続
教
育

研
修
会
」
と
「
教
師
検
定
規

則
第
4
条
お
よ
び
第
5
条
変

更
」に
関
す
る
件
で
あ
っ
た
。

　
教
師
の
継
続
教
育
を
求
め

る
声
が
高
ま
る
中
で
「
教
師

継
続
教
育
研
修
会
」
の
積
極

的
な
意
義
と
長
期
継
続
の
必

要
性
を
受
け
止
め
な
が
ら

も
、
来
年
度
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
時
の
混
雑
等
を
予
想

し
、
開
催
を
見
送
る
こ
と
に

し
た
。
そ
の
間
、
財
政
的
な

こ
と
も
踏
ま
え
、
開
催
場
所

に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て

行
く
こ
と
を
決
め
た
。

　「
教
師
検
定
規
則
第
4
条

お
よ
び
第
5
条
変
更
」
に
関

し
て
、
教
規
第
39
条
⑴
に
よ

る
「
教
団
議
長
招
集
会
議
」

の
報
告
を
受
け
て
、
教
師
委

員
の
忌
憚
な
い
意
見
を
話
し

合
っ
た
。
そ
の
中
で
特
に
試

祭
二
日
目
の
11
月
15
日
に
は

第
3
回
を
山
口
市
民
館
前
出

発
の
デ
モ
行
進
と
し
て
開
催

し
た
。
教
区
内
で
は
広
島
に

お
い
て
広
島
西
分
区
他
に
よ

り
「
10
・
22
『
即
位
礼
正
殿

の
儀
』
を
問
う
広
島
集
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
委
員
会
と
し
て

は
2
0
1
9
年
9
月
20
日
付

で
「
即
位
の
礼
及
び
大
嘗
祭

に
現
れ
て
い
る
、
政
府
の
憲

法
軽
視
及
び
違
反
に
関
す
る

抗
議
声
明
」
を
表
し
、
幼
児

施
設
等
に
内
閣
官
房
が
出
し

た
奉
祝
要
請
に
対
し
て
は
宣

教
委
員
会
教
育
部
と
共
同
で

2
0
1
9
年
4
月
26
日
付
と

10
月
8
日
付
の
2
度
抗
議
声

明
を
表
し
、
そ
の
旨
を
教
区

内
の
幼
児
施
設
等
に
送
付
し

た
。
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は

相
手
が
国
政
府
で
あ
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
教
団
と
し
て
対

応
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
て
教

区
報
告
だ
け
で
、
教
団
と
し

て
報
告
で
き
な
い
こ
と
に
つ

い
て
記
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

何
故
な
ら
ば
違
法
行
為
の
典

型
は
越
権
の
み
な
ら
ず
不
作

為
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
、
天
皇
制
問
題
の

い
ま
一
つ
に
は
気
付
く
こ
と

も
出
来
な
い
。（小

畑
太
作
報
）

第 3 回目
10 月 13 日、東梅田教会を会場に

天皇代替わり、教区の取り組み天皇代替わり、教区の取り組み
日本基督教団は、「天皇の退位および即位の諸行事に関する声明」を出しました。教
区の取り組みとして、今号で西中国教区、大阪教区、次号で東京教区、北海教区、兵
庫教区を取り上げ、報告します。

第 2 回
天皇代替わり問題を考える集い＠やまぐち

　
大
阪
教
区
は
総
会
で
「
大

嘗
祭
に
反
対
す
る
」
こ
と
を

確
認
・
決
議
し
、
そ
の
取
り

組
み
を
行
な
っ
て
い
る
。
既

に
3
回
の
集
会
を
持
っ
た
。

　
第
1
回
目
、
発
題
者
の
原

田
佳
卓
牧
師
（
隠
退
教
師
）

は
、
何
で
も
無
批
判
に
尊
重

す
る
態
度
に
生
き
続
け
る
国

民
の
忠
誠
心
の
構
造
を
指
摘

し
「
信
教
の
自
由
」
と
は
国

家
を
越
え
る
「
人
権
」
と
い

う
価
値
の
受
容
承
認
に
よ
っ

て
成
立
す
る
の
で
あ
り
「
聖

な
る
価
値
の
担
い
手
と
し
て

の
個
人
」
と
い
う
人
間
観
が

必
要
だ
と
主
張
し
た
。
同
じ

く
発
題
者
の
吉
本
幸
嗣
牧

師
（
岸
和
田
教
会
）
は
、
国

家
神
道
に
お
い
て
現
人
神
信

仰
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る

動
き
に
対
し
て
反
対
す
る
必

要
を
述
べ
、
特
に
日
本
基
督

教
団
信
仰
告
白
の
「
主
の
再

び
来
た
り
た
ま
ふ
を
待
ち
望

む
」
に
立
脚
し
、
キ
リ
ス
ト

者
が
「
天
皇
制
」
の
問
題
性

を
世
に
発
信
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
語
っ
た
。

　
第
2
回
目
、
講
師
の
星
出

卓
也
牧
師
（
日
本
長
老
教
会

西
部
柳
沢
キ
リ
ス
ト
教
会
）

は
、
戦
後
の
天
皇
の
「
人
間

宣
言
」
後
も
皇
室
祭
祀
を
担

う
天
皇
の
職
務
は
依
然
と
し

て
在
る
こ
と
の
問
題
性
を
語

り
、
私
た
ち
は
「
イ
エ
ス
は

主
で
あ
る
」
と
告
白
す
る
教

会
の
信
仰
を
守
る
こ
と
に
だ

け
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、

神
が
た
て
ら
れ
た
国
が
神
の

国
と
な
る
と
い
う
課
題
を
も

担
っ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
者

は
少
数
者
だ
か
ら
こ
そ
偽
り

で
固
め
た
牙
城
を
崩
せ
る
存

在
だ
と
語
っ
た
。

　
第
3
回
目
、
講
師
の
新
堀

真
之
牧
師
（
香
椎
教
会
）
は

「
九
州
教
区
宣
教
基
本
方
針

2
0
1
7
年
度

－

2
0
2
6

年
度
」
に
触
れ
、
宮
中
祭
祀

の
祭
司
と
し
て
大
嘗
祭
に
お

い
て
“
カ
ミ
”
と
な
る
「
宗

教
性
を
帯
び
た
天
皇
」
に
思

験
内
容
の
変
更
は
、
受
験
者

の
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う

に
も
っ
と
時
間
を
か
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
よ

り
積
極
的
な
意
義
づ
け
を

も
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
意
見
と
し
て
出
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
ま

と
め
て
教
師
委
員
会
の
見
解

と
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
神
学
校
の
問
安
は
、
今
回

は
同
志
社
大
学
と
関
西
学
院

大
学
神
学
部
を
問
安
し
、
有

意
義
な
話
し
合
い
の
時
を

持
っ
た
。
次
回
は
11
月
18
日

に
、
東
京
聖
書
学
校
と
日
本

聖
書
神
学
校
を
問
安
予
定
で

あ
り
、
東
京
神
学
大
学
と
農

村
伝
道
神
学
校
は
日
程
を
調

整
中
で
あ
る
。

（
上
原
智
加
子
報
）

い
を
馳
せ
る
こ
と
は
、
聖
書

の
神
と
並
べ
て
他
の
神
々
を

拝
す
る
こ
と
と
指
摘
し
、
心

を
向
け
る
べ
き
も
の
に
心
を

向
け
私
た
ち
が
自
ら
の
信
仰

の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と

は
、
天
皇
制
の
課
題
に
向
き

合
う
こ
と
に
繋
が
る
と
語
っ

た
。

　
教
区
と
し
て
、
今
後
「
天

皇
制
」
に
い
か
に
取
り
組
む

か
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎

え
て
い
る
。「
人
権
」
と
い

う
概
念
が
教
会
か
ら
生
ま
れ

た
こ
と
、
教
会
は
、
人
権
や

差
別
の
課
題
は
国
家
を
越
え

た
普
遍
的
な
理
念
で
あ
る
こ

と
を
積
極
的
に
発
信
し
、
キ

リ
ス
ト
が
教
会
の
主
で
あ
り

国
家
の
主
で
あ
る
と
世
に
証

し
す
る
た
め
に
も
、
信
仰
者

と
し
て
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

て
い
る
。（

宮
岡
真
紀
子
報
）
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伝
道
所
所
在
地
変
更

取
手

　
〒
302

－

0
0
0
1
　
取

手
市
小
文
間
4
1
8
8
　

取
手
幼
稚
園
内

　
教
会
通
信
先
変
更

新
見

　
〒
718

－

0
0
1
1
　
新
見

市
新
見
42
　
長
谷
川
清
方

　
伝
道
所
通
信
先
設
定

る
。
部
落
差
別
が
背
景
に
あ

る
こ
の
事
件
は
、
様
々
な
新

証
拠
の
開
示
と
科
学
的
な
鑑

定
に
よ
っ
て
、
そ
の
無
罪
は

ま
す
ま
す
明
ら
か
と
な
っ
て

い
る
。
石
川
さ
ん
ご
夫
妻
を

迎
え
て
の
こ
の
会
議
は
、
ま

ず
そ
の
こ
と
を
学
び
、
再
審

無
罪
の
時
が
一
日
も
早
く
訪

れ
る
こ
と
を
祈
り
、
闘
う
時

と
な
っ
た
。
ま
た
和
田
献
一

部
落
解
放
同
盟
栃
木
県
連
合

会
執
行
委
員
長
（
氏
家
教
会

信
徒
）
よ
り
部
落
解
放
運
動

の
歴
史
と
そ
の
表
舞
台
で
の

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

の
講
演
を
聞
き
、
国
際
人
権

基
準
の
視
点
を
持
っ
て
様
々

な
人
権
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
10
月
14
日
、
富
士
見
町
教
会
で
開

催
、
教
師
、
信
徒
1
5
5
人
が
出
席

し
た
。

　
第
1
部
記
念
礼
拝
で
は
、
石
橋
秀

雄
教
団
総
会
議
長
が
「
伝
道
の
命
と

力
の
回
復
」
と
題
し
て
説
教
し
た
。

「
教
団
の
歴
史
に
主
が
憐
れ
み
を
注

ぎ
、
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感

謝
と
共
に
希
望
を
抱
い
て
い
る
。『
共

に
祈
ろ
う
、
共
に
伝
え
よ
う
、
共
に

献
げ
よ
う
』、
教
団
伝
道
推
進
基
本

方
針
の
展
開
を
一
つ
に
な
っ
て
進
め

よ
う
」
と
力
強
く
結
ん
だ
。

　
礼
拝
後
、
開
会
挨
拶
で
望
月
克
仁

全
国
信
徒
会
会
長
は
「
二
人
が
一
人

の
未
信
者
を
教
会
に
招
こ
う
」
と
訴

え
た
。

　
第
2
部
講
演
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

大
会
主
題
「
青
年
伝
道
」
に
つ
い
て

増
田
将
平
牧
師
に
よ
る
主
旨
説
明
の

後
、「
若
者
と
献
げ
る
喜
び
の
礼
拝
」

と
題
し
て
大
嶋
重
徳
Ｋ
Ｇ
Ｋ
総
主
事

が
登
壇
し
た
。「
私
た
ち

の
歴
史
の
中
で
、
伝
道
は

し
て
き
た
が
、
私
た
ち
の

子
ど
も
た
ち
に
信
仰
を
繋

い
で
く
る
こ
と
を
怠
っ
て

き
た
の
で
は
な
い
か
」
と

問
い
か
け
た
。

　「
学
生
時
代
に
長
老
か

ら
自
分
の
た
め
に
祈
っ
て

ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
祈
る

言
葉
も
知
ら
な
い
ま
ま

祈
っ
た
こ
と
を
今
も
明
確

に
覚
え
て
い
る
」。

　
ル
カ
書
24
章
を
ひ
も
解

き
つ
つ
、
エ
マ
オ
へ
の
途

上
で
二
人
の
目
が
開
か
れ
エ
ル
サ
レ

ム
へ
戻
っ
て
伝
道
が
始
ま
る
こ
と
に

重
ね
合
わ
せ
て
、「
若
者
と
共
に
祈

り
、
喜
び
の
礼
拝
を
献
げ
る
こ
と
を

願
う
と
き
、
あ
な
た
は
何
に
な
る
の

か
」
と
語
り
、
若
者
と
祈
り
祈
ら
れ

る
中
で
開
か
れ
る
新
た
な
交
わ
り
の

大
切
さ
を
示
唆
し
た
。

　
若
者
の
礼
拝
事
例
紹
介
で
、
齋
藤

篤
牧
師
は
「
十
人
が
一
人
を
」
と
題

し
て
、
若
者
が
主
体
と
な
っ
て
礼
拝

を
守
る
ワ
ー
シ
ッ
プ
の
数
々
を
映
像

で
紹
介
し
た
。

　
つ
づ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
講
演

と
事
例
紹
介
に
つ
い
て
の
意
見
・
質

問
を
受
け
て
、
高
齢
者
も
若
者
も
共

に
ま
じ
わ
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
準
備
に
当
た
っ
た
東
京
信
徒
会

は
、
1
6
0
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
寄
稿
を

呼
び
掛
け
、76
人
が
参
加
し
た
。「
プ

ロ
グ
ラ
ム
記
念
冊
子
」
に
は
伝
道

1
6
0
年
目
の
信
徒
の
声
が
活
き
活

き
と
記
録
さ
れ
、
日
本
伝
道
2
0
0

年
に
繋
い
だ
。

（
鈴
木
功
男
報
）

「
S
A
Y
A
M
A
か
ら
の
解
放
～
さ
ら
な
る
広
が
り
へ
」

♦
部
落
解
放
全
国
会
議
♦

　「
え
き
ゅ
ぷ
ろ
」
を
ご
存

知
だ
ろ
う
か
。
正
式
名
は
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
超
教
派
の
青
年
た
ち
に

よ
る
集
い
で
あ
る
。
あ
る
時

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
青
年
た

ち
が
「
自
分
の
教
会
し
か
知

ら
な
い
の
で
他
教
派
の
青
年

た
ち
と
交
わ
り
を
持
ち
た

い
」
と
願
っ
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
。

　
毎
回
有
志

の
青
年
た
ち

が
実
行
委
員

会
を
組
織

し
、
実
に
き

め
細
や
か
な

準
備
を
重
ね

て
い
る
。
実

行
委
員
会
代

表
は
仙
台
北

教
会
会
員
で

大
学
生
の
三

浦
洋
人
さ
ん

で
あ
る
。

　
三
浦
さ
ん
に
よ
る
と
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
で
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
に
つ
い
て
の
勉

強
会
が
始
ま
る
と
集
っ
た
青

年
間
で
交
流
が
生
ま
れ
、
宗

教
改
革
5
0
0
周
年
に
向

け
教
派
を
超
え
て
一
緒
に
何

か
し
よ
う
と
の
機
運
が
高
ま

り
2
0
1
7
年
に
最
初
の
集

ま
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
初

回
は
約
1
5
0
名
の
青
年
が

参
加
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

ペ
ー
ジ
に
は
開
始
当
初
の
熱

い
思
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
人
口
1
%

弱
の
こ
の
国
で
、『
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
も
と
に
一
致
し

よ
う
！
』
と
集
ま
っ
た
複
数

の
教
派
（
現
時
点
で
は
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
、
日
本
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会
、
日
本
基
督

教
団
）
の
青
年
か
ら
な
る
団

体
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

の
機
会
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

『
実
行
』
し
て
い
き
た
い
で

す
！
れ
っ
つ
・
ご
ー
・
え
き
ゅ

め
に
か
る
！
」

　
10
月
19
日
正
午
よ
り
日
本

福
音
ル
ー
テ
ル
東
京
教
会
を

会
場
に
第
3
回
エ
キ
ュ
プ
ロ

が
開
催
さ
れ
た
。主
題
は「
祈

り
っ
て
な
ん
だ
」。

　
開
会
礼
拝
で
は
関
野
和
寛

牧
師
が
主
の
祈
り
に
つ
い
て

説
教
、
式
次
第
に
は
四
つ
の

主
の
祈
り
の
パ
タ
ー
ン
が
示

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ゲ
ー
ム

で
汗
を
流
し
、
小
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
自
ら
の
祈
り
の

生
活
を
振
り
返
り
、
分
か
ち

合
っ
た
。
そ
の
後
、
共
に
聖

餐
に
与
れ
る
日
が
来
る
こ
と

を
願
い
つ
つ
、
一
致
の
た
め

に
黙
想
す
る
時
を
持
っ
た
。

合
同
礼
拝
で
は
サ
レ
ジ
オ
修

道
会
の
佐
藤
直
樹
神
父
が
司

式
し
、
筆
者
が
説
教
を
担
当

し
た
。
参
加
者
は
1
0
0
名

を
超
え
た
。

　「
教
派
」
は
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
否
定
的
に
捉
え
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
う
で
は
な
い
。

無
教
会
、
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
団

の
青
年
も
参
加
し
て
い
る
。

互
い
の
違
い
か
ら
学
び
つ
つ

一
つ
に
な
っ
て
礼
拝
す
る
姿

に
日
本
の
教
会
の
希
望
を
見

た
。

（
増
田
将
平
報
）

違いから学び、一つになって礼拝

♦エキュメニカルプロジェクト♦

佐
々
木
　
茂
氏
（
鹿
島
栄
光

教
会
主
任
担
任
教
師
）

　
19
年
11
月
6
日
逝
去
、
82

歳
。
山
形
県
生
ま
れ
。
72
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
同

年
よ
り
酒
田
、
鹿
島
栄
光
教

上
、
大
宮
教
会
を
主
会
場
に
１
５
０
名

　
　
が
集
う

下
、
石
川
さ
ん
ご
夫
妻

　
第
14
回
日
本
基
督
教
団
部

落
解
放
全
国
会
議
㏌
関
東
教

区
が
10
月
29
～
31
日
に
大
宮

教
会
を
主
会
場
に
行
わ
れ

た
。
テ
ー
マ
は
「
S
A
Y
A

M
A
か
ら
の
解
放
～
さ
ら
な

る
広
が
り
へ
～
」。
全
17
教

区
よ
り
1
5
0
名
の
出
席
が

与
え
ら
れ
た
。

　
狭
山
事
件
か
ら
56
年
。
石

川
一
雄
さ
ん
は
80
歳
を
す
ぎ

た
今
も
無
罪
を
訴
え
て
い

「
若
者
と
献
げ
る
喜
び
の
礼
拝
」を
求
め
つ
つ

♦
第
2
回
全
国
信
徒
大
会
♦

日本福音ルーテル東京教会を会場に

会
を
牧
会
。

　
遺
族
は
妻
・
佐
々
木
容
子

さ
ん
。

尾
崎
風
伍
氏
（
隠
退
教
師
）

　
19
年
11
月
4
日
逝
去
、
89

歳
。
長
野
県
生
ま
れ
。
86
年

受
允
、
88
年
受
按
。
86
年
よ

り
海
老
名
、
井
草
、
久
我
山

伝
道
所
（
90
年
教
会
設
立
）

袖
ヶ
浦
と
も
し
び

　
〒
131

－

0
0
4
3
　
東
京

都
墨
田
区
立
花
1

－

11

－

1

－

7
0
2
　
芳
賀
慶
治

気
付

お
知
ら
せ

　
教
団
三
局
は
12
月
24
・

25
日
、
お
よ
び
28
日
か
ら

1
月
5
日
は
休
業
、
6
日

よ
り
通
常
業
務
と
な
り
ま

す
。

総
幹
事
　
秋
山
　
徹

富士見町教会を会場に

を
牧
会
し
、
08
年
隠
退
。

　
遺
族
は
妻
・
尾
崎
マ
リ
子

さ
ん
。

　
二
日
目
は
部
落
差
別
問
題

と
共
に
様
々
な
人
権
問
題
を

学
び
分
か
ち
合
っ
た
。
性
差

別
を
山
下
明
子
世
界
人
権
問

題
研
究
セ
ン
タ
ー
嘱
託
研
究

員
、
聖
書
研
究
を
山
口
里
子

「
日
本
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
・

宣
教
セ
ン
タ
ー
」
共
同
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
（
聖
書
学
者
）、

沖
縄
・
宮
古
島
の
基
地
建
設

を
坂
口
聖
子
宮
古
島
伝
道
所

牧
師
、
在
日
コ
リ
ア
ン
を
金

性
済
N
C
C
総
幹
事
。
そ
し

て
4
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
分

団
協
議
し
、
全
体
会
で
分
か

ち
合
っ
た
。
一
つ
一
つ
人
権

問
題
は
広
が
り
を
持
ち
つ

つ
、つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
。

キ
リ
ス
ト
者
は
信
仰
の
視
点

を
持
ち
つ
つ
、
国
際
的
な
人

権
基
準
に
立
っ
て
、
連
帯
し

て
い
く
こ
と
。
そ
の
中
で
教

会
、
教
団
、
部
落
解
放
セ
ン

タ
ー
の
必
要
性
を
共
有
し
、

さ
ら
な
る
広
が
り
の
た
め
に

連
帯
し
て
い
く
こ
と
を
祈
り

合
っ
た
。

　
会
議
全
体
は
賛
美
に
あ
ふ

れ
、
食
事
会
は
出
会
い
と
交

わ
り
の
時
と
な
っ
た
。
ま
た

台
風
と
豪
雨
被
害
に
つ
い
て

報
告
し
合
い
、
祈
る
時
と

な
っ
た
。

　
三
日
目
は
銀
座
教
会
ホ
ー

ル
で
の
派
遣
礼
拝
・
狭
山
事

件
の
再
審
を
求
め
る
キ
リ
ス

ト
者
集
会
。
日
比
谷
公
園
大

音
楽
堂
で
の
狭
山
市
民
集
会

に
参
加
し
、
石
川
さ
ん
の
再

審
無
罪
を
祈
り
つ
つ
デ
モ
行

進
を
し
た
。「
よ
き
日
の
た

め
に
　
歌
お
う
共
に
　
み
ん

な
が
心
か
ら
　
笑
え
る
日
が

き
っ
と
く
る
」。「
勝
利
を
の

ぞ
み
、
勇
ん
で
進
も
う
　
大

地
踏
み
し
め
て
　
あ
あ
、
そ

の
日
を
信
じ
て
　
わ
れ
ら
は

進
も
う
」
と
歌
い
な
が
ら
。

（
熊
江
秀
一
報
）
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富
国
強
兵
を
柱
に
据
え
た
国
家

が
、
昭
和
20
年
敗
戦
に
よ
り
崩
壊
、

占
領
下
に
あ
っ
た
時
、
軍
都
横
須
賀

の
文
化
都
市
へ
の
転
換
を
志
し
た
人

物
が
、
米
海
軍
横
須
賀
基
地
司
令
官

デ
ッ
カ
ー
大
佐
で
す
。
キ
リ
ス
ト
者

デ
ッ
カ
ー
は
着
任
直
後
の
1
9
4
6

年
、
市
内
に
あ
る
旧
海
軍
施
設
を
使

い
、
教
育
、
医
療
、
福
祉
の
事
業
を

始
め
る
よ
う
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。「
戦
争
の
落

と
し
子
」
と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。

　
こ
の
時
、
日
本
基
督
教
団
は
、
学

校
（
現
横
須
賀
学
院
）、
衣
笠
病
院
、

横
須
賀
基
督
教
社
会
館
、
3
施
設
の

開
設
に
責
任
を
持
ち
、
教

団
総
会
議
長
も
含
め
牧

師
、
信
徒
ら
が
、
そ
れ
ら

の
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

　
横
須
賀
基
督
教
社
会
館

は
杉
浦
義
人
牧
師
の
着
任

を
待
っ
て
活
動
を
開
始
、

間
も
な
く
し
て
地
域
青
年

の
希
望
に
よ
り
聖
書
研
究

会
が
開
か
れ
、
後
に
田
浦

教
会
に
発
展
し
ま
す
。

　
1
9
4
8
年
2
月
着
任

の
初
代
館
長
エ
ベ
レ
ッ

ト
・
ト
ム
ソ
ン
は
戦
前
、

米
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
宣

教
師
と
し
て
来
日
、
戦
争

に
よ
り
帰
国
し
ま
す
が
、

日
本
の
敗
戦
を
見
通
し
、

大
学
院
に
通
い
、
社
会
事

業
を
専
攻
、
敗
戦
後
の
日

本
に
備
え
ま
し
た
。

　
戦
後
日
本
に
戻
り
、
田
浦
に
働
き

の
地
を
得
た
ト
ム
ソ
ン
は
、「
最
も

小
さ
い
者
の
ひ
と
り
」
の
困
窮
に
即

応
し
、
保
育
園
、
母
子
寮
を
開
き
ま

す
が
、活
動
の
重
点
を「
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
住
民
自
ら
気
付
く
こ
と
」
に
置

い
て
町
民
を
啓
蒙
、図
書
館
を
開
設
、

町
民
の
文
化
的
意
識
を
高
め
ま
し

た
。
特
記
す
べ
き
は
、日
本
初
の「
老

人
ク
ラ
ブ
」を
組
織
し
た
こ
と
で
す
。

　
1
9
5
7
年
2
代
目
館
長
に
就
任

し
た
阿
部
志
郎
は
、
専
門
的
社
会
福

祉
と
先
駆
的
事
業
の
展
開
に
取
り
組

み
、
特
に
、「
田
浦
た
す
け
あ
い
の

会
」、「
た
う
ら
の
町
ふ
れ
あ
い
福
祉

バ
ザ
ー
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
ト
ム
ソ
ン
が
目
指
し
た
地
域
福

祉
を
田
浦
に
根
付
か
せ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
活
動
の
歴
史
は
、
キ

リ
ス
ト
教
と
縁
遠
い
地
を
キ
リ
ス
ト

教
に
開
か
れ
た
町
へ
と
変
え
て
い
き

ま
し
た
。

　
キ
リ
ス
ト
者
阿
部
が
こ
の
時
期
に

向
き
合
っ
た
課
題
が
、
教
会
と
の
宣

教
（
伝
道
）
を
め
ぐ
る
神
学
的
理
解

の
違
い
と
、
教
会
か
ら
の
経
済
的
自

立
で
し
た
。

　
会
館
建
て
替
え
を
勧
め
る
横
須
賀

基
地
内
教
会
の
チ
ャ
プ
レ
ン
か
ら
、

費
用
の
全
額
支
援
の
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
が
、
宣
教
に
関
す
る
理
解
の

相
違
か
ら
、
以
後
の
経
済
的
打
撃
を

承
知
で
断
り
ま
し
た
。
福
祉
の
主
体

は
相
手
に
あ
り
、
相
手
の
信
仰
の
有

無
に
関
係
な
く
、
人
々
の
困
窮
に
信

仰
を
も
っ
て
仕
え
て
い
く
こ
と
に

「
福
祉
の
心
」
が
あ
る
と
の
考
え
か

ら
で
す
。

　
2
0
0
7
年
3
代
目
岸
川
洋
治
が

館
長
に
就
任
、
少
子
高
齢
化
、
暮
ら

し
の
多
様
化
な
ど
時
代
の
変
化
に
対

応
し
つ
つ
も
、
先
駆
性
を
失
う
こ
と

の
な
い
施
設
の
形
成
と
運
営
を
全
職

員
と
共
に
話
し
合
い
、
現
場
の
取
り

組
み
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
福
祉
事
業
を
通
し

て
深
め
ら
れ
て
き
た
「
福
祉
の
心
」

を
宣
教
力
へ
と
高
め
る
た
め
、
施
設

内
だ
け
で
な
く
教
会
も
含
め
た
神
学

的
対
話
の
構
築
、
地
域

教
会
と
の
協
力
関
係
を

摸
索
し
て
い
ま
す
。

　
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福

祉
の
現
場
も
宣
教
の
最

前
線
で
す
。
福
祉
事
業

個
々
の
歴
史
の
足
跡

に
、
信
仰
の
生
き
た
証

を
読
み
取
り
、継
承
し
、

宣
教
の
言
葉
と
し
て
発

信
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
思
い
ま
す
。

　 

「
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
神
様

に
導
か
れ
て
き
た
と
気
付
い
た
ん

で
す
」。
そ
う
受
洗
の
き
っ
か
け

を
振
り
返
っ
た
通
り
、
幼
い
と
き

か
ら
キ
リ
ス
ト
教
が
近
く
に
あ
っ

た
。
教
会
幼
稚
園
、
教
会
学
校
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
高
校
、
短
大
と

過
ご
し
た
。
卒
業
後
は
教
会
付
属

幼
稚
園
の
先
生
に
。
結
婚
後
退
職

し
、
夫
の
駐
在
先
バ
ン
コ
ク
へ
同

行
。
そ
こ
で
、
以
前
勤
め
て
い
た

幼
稚
園
を
運
営
す
る
教
会
の
事
務

員
と
偶
然
再
会
。
日
本
人
宣
教
師

の
開
く
集
会
に
誘
わ
れ
て
通
っ

た
。
異
国
の
地
で
の
生
活
、
特
に

出
産
と
子
育
て
に
孤
独
を
感
じ
た

が
、
集
会
の
人
々
が
支
え
て
く
れ

た
。
し
か
し
信
仰
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

 

　
帰
国
後
、
今
度
は
夫
が
単
身

で
海
外
へ
。3
人
の
子
供
を
抱
え
、

夫
の
両
親
と
隣
同
士
の
生
活
に
。

慣
れ
な
い
環
境
で
家
族
を
守
る
た

め
、
良
い
母
親
で
あ
ろ
う
と
目
の

前
の
課
題
を
必
死
に
こ
な
し
た
。

苦
し
く
て
も
我
慢
す
れ
ば
報
わ
れ

る
日
が
来
る
と
信
じ
、
自
分
の
思

い
に
蓋
を
し
た
。
で
も
誰
も
認
め

て
く
れ
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
乳

が
ん
も
患
っ
た
。
空
し
か
っ
た
。

周
り
へ
の
恨
み
が
募
っ
た
。
誰
か

に
救
っ
て
も
ら
い
た
い
、
生
ま
れ

変
わ
り
た
い
と
願
っ
た
。

　
あ
る
日
曜
日
、
背
中
を
押
さ
れ

る
よ
う
に
学
生
時
代
の
聖
書
と
讃

美
歌
を
手
に
近
所
の
教
会
へ
。
初

め
て
聞
く
説
教
は
、
ま
る
で
自
分

の
こ
と
を
知
ら
れ
て
い
る
と
思
う

く
ら
い
心
に
刺
さ
っ
た
。
そ
の
と

き
、
ず
っ
と
神
に
導
か
れ
て
き
た

こ
と
に
気
付
き
嬉
し
か
っ
た
。
そ

れ
な
の
に
背
を
向
け
て
き
た
こ
と

を
悔
い
、
こ
れ
か
ら
は
主
に
従
っ

て
い
こ
う
と
決
心
。
1
ヶ
月
ほ
ど

で
受
洗
し
た
。
見
え
る
も
の
が
全

て
明
る
く
な
っ
た
。
　
　

　
そ
れ
か
ら
11
年
。現
在
は
役
員
、

奏
楽
者
、
C
S
教
師
を
務
め
る
。

「
弱
さ
と
い
う
賜
物
を
感
じ
ま
す
」

と
鈴
木
さ
ん
は
語
る
。
弱
い
自
分

だ
か
ら
こ
そ
、
用
い
ら
れ
る
喜
び

を
強
く
感
じ
る
と
い
う
。

　 

今
の
願
い
は
家
族
の
救
い
。

自
分
が
日
曜
日
に
礼
拝
を
欠
か
さ

ず
守
る
姿
が
、
証
し
と
し
て
用
い

ら
れ
れ
ば
と
祈
っ
て
い
る
。

鈴木由味子さん

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
っ
て
情
報
を
発
信

し
、
そ
の
影
響
力
の
大
き
い
人
物
を

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
」
と
呼
ん
で

い
る
。
最
近
、新
人
採
用
に
お
い
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
一
定
数
を

越
え
て
い
る
と
い
っ
た
条
件
を
満
た

し
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
た

め
の「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
採
用
枠
」

を
取
り
入
れ
た
企
業
が
増
え
て
い
る

と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
け
る

「
福
音
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
」
と

言
え
ば
、
ま
ず
パ
ウ
ロ
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
彼
は
、「
こ
の
男
は
疫

病
の
よ
う
な
人
間
」（
使
徒
24
・
5
）

と
恐
れ
ら
れ
る
ほ
ど
福
音
宣
教
の
感

染
力
…
で
は
な
く
影
響
力
を
持
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
働
き
は
、
16
世
紀
の

宗
教
改
革
者
た
ち
に
お
い
て
も
そ
う

で
あ
っ
た
し
、
明
治
期
に
来
日
し
た

宣
教
師
た
ち
の
信
仰
に
立
脚
し
た
教

育
、
医
療
、
福
祉
等
々
の
各
分
野
に

お
け
る
先
駆
的
な
働
き
に
お
い
て
も

そ
う
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
以
前
、
あ
る
牧
師
が
、「
我
々
牧

師
は
、
パ
ウ
ロ
の
よ
う
に
外
に
出
か

け
て
行
っ
て
福
音
を
宣
べ
伝
え
、
出

会
っ
た
一
人
ひ
と
り
の
心
の
内
に
信

仰
の
炎
を
燃
や
す“
火
点（
つ
）け
役
”

で
あ
る
べ
き
な
の
に
、教
会
内
の
様
々

な
問
題
の
対
応
に
追
わ
れ
る
“
火
消

し
役
”
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

ん
だ
よ
な
ぁ
…
」
と
嘆
い
て
い
た
。

　
日
本
伝
道
の
推
進
の
た
め
に
、
信

徒
と
教
師
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
置
か
れ
た
場
で
、
ま
た
、
遣
わ

さ
れ
た
地
で
、
福
音
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
も
の
で
あ

り
た
い
。

（
教
団
総
会
書
記
　
雲
然
俊
美
）

福
音
の

福
音
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

弱さという賜物

東京都生まれ。東洋英和女学院
女子短期大学保育科卒業。広尾
教会員。会計担当役員を務める。

「福祉の心」を宣教力へ

神奈川教区・横須賀基督教社会館理事長　佐藤　千郎

上、現在の横須賀基督教社会館全景
下、2019 年バザー

（左から岸川、佐藤、阿部各氏）

　
11
月
2
日
、
東
京
教
区
千

葉
支
区
主
催
で
、
東
京
基
督

教
大
学
（
T
C
U
）
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ

た
。
ツ
ア
ー
の
副
題
と
し
て

「
魅
力
的
な
教
会
と
な
る
た

め
に
」
と
題
さ
れ
、
特
に
次

世
代
の
若
い
信
徒
を
ど
の
よ

う
に
教
会
へ
繋
げ
て
い
く
か

を
意
識
す
る
会
と
な
っ
た
。

　
こ
の
会
は
、
日
本
基
督
教

団
の
伝
道
資
金
を
用
い
る
会

で
、
千
葉
支
区
と
し
て
は
伝

道
資
金
を
用
い
た
3
回
目
の

会
で
あ
る
。
ま
た
、
T
C
U

は
千
葉
支
区
内
に
あ
る
福
音

派
の
神
学
校
で
あ
り
、
千
葉

支
区
の
伝
道
の
視
点
が
、
他

教
派
と
の
協
働
と
い
う
視
点

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と

を
表
す
も
の
で
も
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
伝

道
資
金
が
用
い
ら
れ
る
意
義

は
大
き
い
だ
ろ
う
。

　
参
加
者
総
数
は
、16
教
会
、

71
人
で
あ
っ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
ず

T
C
U
教
授
で
あ
る
岡
村
直

樹
氏
に
よ
る
「
青
年
へ
の
ミ

ニ
ス
ト
リ
ー
と
宣
教
の
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
題
さ
れ
た
講
演

か
ら
。
日
本
基
督
教
団
の
、

教
区
青
年
担
当
者
会
で
も
講

演
の
経
験
が
あ
る
講
師
で
あ

る
。「
若
者
が
、
つ
い
心
を

開
き
た
く
な
る
教
会
の
大
人

の
特
徴
は
何
で
す
か
？
」
と

い
う
問
い
か
ら
、「
そ
れ
は
、

真
の
笑
顔
で
、
人
の
話
を

し
っ
か
り
聞
き
、
筋
の
通
っ

た
生
き
方
を
し
て
い
る
人

だ
」
と
説
き
、
逆
に
、「
若

者
が
心
を
閉
じ
る
教
会
の
大

人
の
特
徴
」
と
し
て
、「
裏

表
が
あ
り
、
上
か
ら
目
線
で

自
分
の
話
ば
か
り
し
、
馴
れ

馴
れ
し
過
ぎ
る
距
離
感
で
ア

ド
バ
イ
ス
し
か
し
な
い
人

だ
」
と
説
い
た
。
参
加
者
か

ら
苦
笑
い
が
多
く
聞
か
れ
た

講
演
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
学
食
で
昼
食
を

皆
で
食
し
、
T
C
U
の
学
生

の
案
内
で
校
内
を
見
学
し

た
。

　
見
学
後
は
T
C
U
教
会
音

楽
主
任
の
宇
内
千
春
氏
に
よ

る
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、

T
C
U
神
学
生
二
人
と
千
葉

支
区
青
年
一
人
か
ら
の
証
し

を
通
し
、
生
の
青
年
の
声
に

耳
を
傾
け
た
。

　
最
後
に
、
日
本
基
督
教
団

出
身
の
山
口
陽
一
T
C
U
学

長
か
ら
、「
教
団
出
身
者
で

あ
り
、
現
在
は
他
教
派
に
あ

る
も
の
と
し
て
、
よ
う
や
く

こ
の
よ
う
な
時
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
感
謝
で
あ
る
」
と

の
挨
拶
を
受
け
会
は
閉
じ
ら

れ
た
。

（
小
林
信
人
報
）

魅力的な教会と
なるために

♦千葉支区 TCUキャンパスツアー♦

講師に TCU 教授・岡村氏
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